
力
作

募
集
中

あ
て
先
…

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

  

〒
２
８
９
―
２
１
９
８

〒
２
８
９
―
２
１
９
８

  

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

 

☎

 

☎
7373
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ

・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
7272
・
１
１
１
４

・
１
１
１
４

匝瑳

探訪
135

　

八
重
垣
神
社
を
は
じ
め
市
の
中

心
部
に
ま
つ
ら
れ
る
八
つ
の
神
社

を
お
参
り
す
る
「
八
社
参
り　

短

路
コ
ー
ス
」。
前
回
の
横
町
区
「
北ほ

く

面め
ん

道ど
う

祖そ

神じ
ん

」、
下
出
羽
区
「
村
山
稲

荷
神
社
」、
仲
町
区
「
八
幡
大
神
」

に
続
き
、
今
回
は
砂
原
区
の
「
猿さ

る

田だ

彦ひ
こ

神
社
」
か
ら
お
参
り
を
始
め

ま
し
た
。

　

今
で
も
「
砂
原
の
庚こ

う

申し
ん

様
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
砂
原
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
庚
申

塔
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

塔
は
、
庚
申
年
に
当
た
る
１
６
８

０
（
延
宝
８
）
年
６
月
３
日
「
八
日

市
場
経き

ょ
う

中な
か

間ま

」
に
よ
り
造
立
さ
れ

ま
し
た
。「
経
中
間
」
と
は
信
者
の

集
ま
り
で
あ
る
庚
申
講
の
こ
と
で
、

八
日
市
場
村
全
体
で
建
て
た
こ
と

が
特
徴
と
言
え
ま
す
。
市
内
で
も

多
く
の
庚
申
塔
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

延
宝
８
年
が
年
代
的
に
最
も
古
い

も
の
で
す
。
江
戸
時
代
の
八
日
市

場
村
は
こ
の
頃
か
ら
町
内
ご
と
の

動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。
明
治
時

代
に
な
り
庚
申
様
は
猿
田
彦
神
社

と
名
を
改
め
ま
す
が
、
猿
田
彦
の

神
が
庚
申
信
仰
と
結
び
つ
く
こ
と

に
よ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

砂
原
と
い
う
町
名
が
使
わ
れ
だ

し
た
の
は
１

７
０
０
年
代

に
入
っ
て
か

ら
と
み
ら
れ
、

仲
町
は
明
治

以
前
は
「
中

新
田
」
と
呼

ば
れ
て
い
た

こ
と
が
石
造

物
な
ど
か
ら

知
ら
れ
ま
す
。

　

仲
町
か
ら

市
民
病
院
へ

向
か
う
道
路
に
面
し
て
庚
申
塚
が

あ
り
ま
す
。
１
９
７
２
（
昭
和
47
）

年
に
周
辺
の
庚
申
塔
を
ま
と
め

塚
を
築
い
た
も
の
で
、
造
立
年
や

造
立
者
な
ど
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

少
人
数
の
庚
申
講
や
個
人
が
ま
つ

り
ま
し
た
。

　

次
に
お
参
り
し
た
の
が
八
重
垣

神
社
で
す
。
１
７
１
１（
正
徳
元
）

年
に
建
て
ら
れ
た
石
の
鳥
居
を
く

ぐ
る
と
、
社
務
所
に
面
し
た
左
側

に
「
市い

ち

神が
み

神
社
」
が
ま
つ
ら
れ
て

い
ま
す
。
由
緒
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、「
八
日
市
場
」
の
市
と
何
ら
か

の
関
わ
り
が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

　

八
重
垣
神
社
の
本
殿
北
側
に
ま

つ
ら
れ
る
の
が
「
三み

つ

峯み
ね

神
社
」
で
す
。

本
社
は
埼
玉
県
秩
父
市
に
鎮
座
し
、

三
峯
講
と
い
う
信
者
の
集
団
が
全

国
に
広
ま
っ
て
い
る
と
さ
れ
、
市

内
に
も
い
く
つ
か
の
三
峯
講
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
石
宮
は
町
村
合
併
で
誕
生

し
た
福
岡
町
（
八
日
市
場
町
の
前

の
町
名
）
の
「
町
内
安
全
」
を
願
っ

て
、
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
５
月

に
ま
つ
ら
れ
た
こ
と
が
裏
面
に
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

八
社
参
り
は
続
き
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・
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